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MgB2は高温超電導材料として注目されており、超伝導材料として、また超伝導を用いた中性子

検出器としての特性が調べられている[1,2]。一方、その光学特性や光学的機能を用いた放射線検

出特性は調査されていない。本研究ではシンチレータ材料及びドシメータ材料としての応用を踏

まえて、MgB2セラミックスの発光特性と放射線応答を計測した。MgB2はその組成が軽元素のみ

で構成されており、X 線やγ線に対する生体組織等価性が要求されるドシメータ用途には非常に

適している。また、10
B は熱中性子との高い反応断面積を持ち、有効原子番号も小さく環境ガンマ

線への感度も小さいため、Mg
10

B2は高エネルギー光子と中性子検出用シンチレータに適応できる

可能性が示唆される。そこで、本研究では、基礎的な発光特性、シンチレーション特性、及びド

シメータ特性を報告する。 

図 1にMgB2セラミックスのＸ線励起放発光スペクトルを示す。一見して分かるように、450 nm

付近に発光ピークが観測された。スペクトルの S/N の悪さは、サンプルが微小 (2×5×1 mm
3
) で

あり、X 線吸収効率が低い事に起因する。発光中心をドープしていないにも関わらず発光してい

るが現状では発光機構は不明で、何らかの欠陥に捕獲された励起子もしくはセラミックス作製時

に生成した不純物の発光などが考えられる。図 2 に、X 線放射後の MgB2セラミックスの熱刺激

による（thermally-stimulated luminescence, TSL）グロー曲線を示す。 グローピークが 250 ºC と

350 ºC 付近に観察された。照射量に対する線形性を計測したところ、0.1-1 Gy における線形性を

確認した。この結果から、MgB2セラミックスが実際に線量計の機能を有することが期待される。 
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図 1 MgB2 の X 線励起発光スペクトル。 図 2 MgB2の熱蛍光グローカーブ。 
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